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阪
大
法
学　

第
六
七
巻　

総
目
次　
　
　
（
一
～
六
号
）

論
　
　
　
説

 
 

 

号 

頁 

通
頁

実
証
政
治
分
析
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
合
理
的
選
択
制
度
論

─
─
「
大
阪
都
構
想
」
を
め
ぐ
る
政
治　

2010-15

年
─
─　 

北
村　
　

亘 

一 

一 

一

中
国
に
お
け
る
犯
罪
と
治
安
管
理
違
反
の
区
別
を
め
ぐ
る

議
論
に
関
す
る
一
考
察

─
─
「
質
」
の
違
い
と
は
何
か
？
─
─　 

坂
口　

一
成 

一 

三
九 

三
九

ド
イ
ツ
不
当
条
項
規
制
効
果
論
に
お
け
る

補
充
的
契
約
解
釈
に
関
す
る
裁
判
例
の
展
開
（
一
）　 

武
田　

直
大 

一 

六
五 

六
五

詐
欺
罪
に
お
け
る
契
約
上
の
規
律
に
つ
い
て

　 

品
田　

智
史 

一 

一
一
五 

一
一
五

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
に
お
け
る

実
践
的
判
断
力
の
問
題
と
そ
の
批
判
的
検
討
（
一
）　 

宮
田　

賢
人 

一 

一
四
五 

一
四
五

ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
訴
訟
の
類
型
の
歴
史
的
展
開
（
三
）　 

長
谷
川
佳
彦 

二 

一 

二
三
三

ド
イ
ツ
不
当
条
項
規
制
効
果
論
に
お
け
る

補
充
的
契
約
解
釈
に
関
す
る
裁
判
例
の
展
開
（
二
）　 

武
田　

直
大 

二 

四
五 

二
七
七

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
に
お
け
る

実
践
的
判
断
力
の
問
題
と
そ
の
批
判
的
検
討
（
二
・
完
）　 

宮
田　

賢
人 

二 

九
七 

三
二
九

破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
違
反
と
不
当
利
得

─
─
最
高
裁
平
成
一
八
年
一
二
月
二
一
日
二
判
決
の
枠
組
の
再
検
討
─
─　 

平
田　

健
治 

三
・
四 

七 

四
三
一
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ア
メ
リ
カ
債
権
回
収
法
に
お
け
る
執
行
力
の
研
究
序
説

─
─
コ
モ
ン
ロ
ー
のD

orm
ant

法
理
を
手
が
か
り
に
─
─　 

藤
本　

利
一 

三
・
四 

一
五 

四
三
九

「
第
三
者
委
員
会
」
に
つ
い
て
の
法
社
会
学
的
考
察

─
─
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
す
る
事
実
的
な
力
を
め
ぐ
っ
て
─
─　 

福
井　

康
太 

三
・
四 

六
三 

四
八
七

紛
争
過
程
に
お
け
る
断
行
の
仮
処
分

　 

仁
木　

恒
夫 

三
・
四 

八
七 

五
一
一

働
き
方
改
革
と
労
働
時
間
規
制

　 

水
島　

郁
子 

三
・
四 

一
〇
五 

五
二
九

使
用
者
の
意
見
表
明
と
支
配
介
入

─
─
ア
メ
リ
カ
労
使
関
係
法
と
の
比
較
─
─　 

地
神　

亮
佑 

三
・
四 

一
三
一 

五
五
五

遺
産
確
認
の
訴
え
に
関
す
る
覚
書
き

　 

大
江　
　

毅 

三
・
四 

一
五
七 

五
八
一

ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
働
き
方
と
労
働
者
性

─
─
米
国
を
例
と
し
て
─
─　 

オ
カ
ケ
イ
コ 

三
・
四 

一
八
一 

六
〇
六

台
湾
労
働
基
準
法
の
近
時
の
改
正
に
関
す
る
一
考
察

　 

周　
　

兆
昱 

三
・
四 

二
〇
三 

六
二
七

台
湾
に
お
け
る
「
一
例
一
休
」
制
度
に
つ
い
て

─
─
二
〇
一
六
年
改
正
労
働
基
準
法
の
課
題
─
─　 

廖　
　

修
雅 

三
・
四 

二
二
七 

六
五
一

中
国
に
お
け
る
労
働
契
約
解
除
時
の
経
済
補
償
金
制
度

　 

荀　
　
　

夢 

三
・
四 

二
五
三 

六
七
七

労
働
者
の
自
殺
を
め
ぐ
る
労
災
認
定
に
関
す
る
問
題
点

　 

井
寄　

奈
美 

三
・
四 

二
七
七 

七
〇
一

「
占
有
」
が
も
た
ら
す
外
観
に
対
す
る
信
頼
保
護

─
─
占
有
意
思
の
変
更
と
即
時
取
得
─
─　 

平
田　

健
治 

五 

一 

七
八
一

「
安
倍
一
強
」
の
制
度
分
析
（
一
）　 

上
川
龍
之
進 

五 

一
七 

七
九
七

未
承
認
反
乱
団
体
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
と

海
賊
行
為
と
の
関
係
（
一
）

─
─
海
賊
行
為
の
「
私
的
目
的
」
要
件
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
─
─　 

和
仁
健
太
郎 

五 

四
七 

八
二
七

ド
イ
ツ
不
当
条
項
規
制
効
果
論
に
お
け
る

補
充
的
契
約
解
釈
に
関
す
る
裁
判
例
の
展
開
（
三
・
完
）　 
武
田　

直
大 

五 

七
七 

八
五
七
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政
府
の
意
思
形
成
過
程
に
対
す
る
議
会
統
制
の
可
能
性
（
一
）

─
─
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
「
核
心
領
域
」
を
前
提
と
す
る 
 

 
 

 
 

　
　

執
行
権
概
念
の
相
対
化
─
─　 

磯
村　
　

晃 

五 

一
一
三 

八
九
三

議
会
審
議
非
公
開
の
憲
法
原
理
的
省
察
（
一
）

─
─
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
委
員
会
審
議
を
例
と
し
て
─
─　 

前
硲　

大
志 

五 

一
三
九 

九
一
九

議
院
内
閣
制
に
お
け
る
中
央
官
庁

─
─
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
研
究
動
向
の
検
討
─
─　 

小
林　

悠
太 

五 

一
六
五 

九
四
五

ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ォ
ル
ス
ト
の
正
義
論
の
批
判
的
検
討

─
─
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
以
後
の
討
議
理
論
の
進
展
と
そ
の
成
否
─
─　 

宮
田　

賢
人 

五 

一
九
三 

九
七
三

大
都
市
に
お
け
る
「
政
治
的
独
占
」
の
形
成
と
展
開

─
─
大
阪
市
の
職
員
労
働
組
合
に
着
目
し
て
─
─　 

芦
谷　

圭
祐 

五 

二
二
三 

一
〇
〇
三

体
制
転
換
後
の
地
方
自
治
制
度
の
設
計

─
─
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
比
較
分
析
─
─　 

須
川　

忠
輝 

五 

二
五
三 

一
〇
三
三

ヴ
ィ
ッ
テ
蔵
相
期
ロ
シ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
中
国
問
題

─
─
『
ノ
ー
ヴ
ォ
エ
・
ヴ
レ
ー
ミ
ャ
』
と 

 
 

 
 
 

　
　

 

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
通
報
』
の
論
調
を
中
心
と
し
て
─
─　 

竹
中　
　

浩 

六 

一 

一
〇
六
五

強
制
処
分
概
念
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
に
つ
い
て

　 

松
田　

岳
士 

六 

三
三 

一
〇
九
七

「
安
倍
一
強
」
の
制
度
分
析
（
二
・
完
）　 

上
川
龍
之
進 

六 

六
三 

一
一
二
七

未
承
認
反
乱
団
体
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
と

海
賊
行
為
と
の
関
係
（
二
）

─
─
海
賊
行
為
の
「
私
的
目
的
」
要
件
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
─
─　 

和
仁
健
太
郎 

六 

九
三 

一
一
五
七

立
法
の
拡
張
形
式
に
つ
い
て
の
考
察

─
─
「
参
照
」
を
素
材
と
し
て
─
─　 

宮
村　

教
平 

六 

一
三
九 

一
二
〇
三
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政
府
の
意
思
形
成
過
程
に
対
す
る
議
会
統
制
の
可
能
性
（
二
・
完
）

─
─
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
「
核
心
領
域
」
を
前
提
と
す
る 
 

 
 

 
 

　
　

執
行
権
概
念
の
相
対
化
─
─　 

磯
村　
　

晃 

六 

一
六
七 

一
二
三
一

議
会
審
議
非
公
開
の
憲
法
原
理
的
省
察
（
二
・
完
）

─
─
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
委
員
会
審
議
を
例
と
し
て
─
─　 

前
硲　

大
志 

六 

二
〇
一 

一
二
六
五

司
法
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る

支
援
対
象
者
の
自
律
性
（
一
）　 

吉
田　

直
起 

六 

二
二
一 

一
二
八
五

ラ
ン
ト
に
対
す
る
連
邦
の
指
示
権

─
─
法
律
実
施
過
程
に
お
け
る

　
　

中
央-

地
方
関
係
の
憲
法
学
的
考
察
─
─　 

笛
木　
　

淳 

六 

二
五
一 

一
三
一
五

特
別
寄
稿

二
〇
一
七
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
準
備
委
員
会
と
核
軍
縮

　 

黒
澤　
　

満 

二 

一
三
三 

三
六
五

研
究
ノ
ー
ト

ソ
フ
ト
ロ
ー

─
─
民
事
法
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
（
一
）
─
─　 

清
水
真
希
子 

六 

二
七
七 

一
三
四
一

資
　
　
　
料

事
業
再
生
に
対
す
る
裁
判
所
の
機
能
強
化
と
専
門
性
の
獲
得

─
─
あ
る
べ
き
倒
産
処
理
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
─
─　 

藤
本　

利
一 

一 

一
七
一 

一
七
一

韓
国
に
お
け
る
倒
産
法
改
正
と
実
務
の
現
況　

─
─
倒
産
事
件
専
門
法
院
の
導
入
と
電
子
的
処
理
な
ど
を
中
心
に
─
─　 
盧　
　

泰
嶽

李　

英
／
訳

藤
本
利
一
／
監
修 

一 

一
七
六 

一
七
六
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イ
タ
リ
ア
「
司
法
協
力
者
」
制
度
に
関
す
る

主
要
法
令
（
一
）　 

松
田　

岳
士 

一 

一
九
九 

一
九
九

イ
タ
リ
ア
「
司
法
協
力
者
」
制
度
に
関
す
る

主
要
法
令
（
二
・
完
）　 

松
田　

岳
士 

二 

一
六
三 

三
九
三

そ
　
の
　
他

巻
頭
の
辞

　 

林　
　

智
良

下
村　

眞
美 

三
・
四 

一 

四
二
五

池
田
辰
夫
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

　
　 

 

三
・
四 

三
〇
一 

七
二
五

小
嶌
典
明
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

　
　 

 

三
・
四 

三
二
四 

七
四
八


